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はじめに

令和３年第２回大泉町議会定例会の開会にあたり、町政執行の基本方針に

ついて、私の所信を申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、世界中で経済や生活、生命が脅

かされる日々が続いております。しかし、いつまでも下を向いている訳には

まいりません。

新年度は、新たな組織機構でスタートいたします。

秘書機能と広聴広報機能を合わせ持つ長公室を新設するなど、指揮系統を

明確化し、住民ニーズを捉えたサービスを迅速に提供するとともに、町政情

報を積極的に発信してまいります。

また、行政サービスの提供や災害時の拠点となる役場庁舎に関しましては、

課題をしっかりと捉えるとともに、新庁舎の建設に向けた調査研究を更に進

めてまいります。

令和４年３月３１日には町発足６５周年を迎えますが、大泉町の明るい未

来のため、そして、町民の皆様が笑顔になれるよう、職員とともに全力で職

務にあたってまいります。

それでは、新年度の主要施策につきまして、私の方針を述べさせていただ

きます。

□「産業振興」 ～活力とにぎわいのあるまち～

産業振興は、町の活性化、発展に欠かせないものです。それぞれの分野

に携わる皆様が何を求めているのか、どのような支援を必要としているの

かを常に情報収集し、ニーズに合った取り組みを推進してまいります。

また、町内の工業用地を取得し、事業所を新設または取得した際に交付す

る産業立地振興奨励金や、設備を拡充した製造業者に交付する設備導入奨励
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金等の企業支援制度により、限られた工業用地の中で、新たな優良企業の町

内進出や既存の事業所の拡張、拠点の集約、設備導入など、より多くの企業

から選ばれる町を目指してまいります。

さらに、失業の予防、雇用の安定を図るため、町独自の中小企業雇用調整

助成金や雇用奨励金等の制度活用をより一層促進してまいります。

県内外の企業に多数ご参加いただき、ビジネスマッチングの機会となって

いる企業情報交換会につきましては、今後の新型コロナウイルス感染症の状

況を踏まえ、参加者皆様の安全確保を念頭に置き、開催してまいります。

□「基盤整備」 ～快適で住みやすいまち～

まちづくりの基礎である基盤整備は、水害対策をはじめ、生活圏道路や橋

りょうの点検・維持補修、街路樹及び公園施設の適切な管理など、住民の安

全確保を最優先に取り組んでまいります。

特に、令和元年東日本台風により水害が発生した地区の対策として、寄木

戸及び丘山の両地区に被害をもたらした太田市内の八瀬川については、県が

氾濫を防ぐための大型土のうを暫定的に設置し、今後、堤防の嵩上げが行わ

れますので、町の対策といたしましては、七ヶ村用水の改修に向けた事業に

着手してまいります。

また、吉田及び古海地区などを流れる休泊川については、広域的な改修が

必要なことから、管理する県や国などの関係機関に対し、氾濫等の対策を要

望してまいります。

さらに、古氷地区の水害対策工事も引き続き進めてまいります。

公共交通につきましては、利用者ニーズを把握するためのアンケート調査

を実施し、より利便性を高めていけるよう、調査研究を進めてまいります。
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□「行財政と協働」

～互いにおもいやり、みんなで築く協働のまち～

行財政運営では、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い日常の生活が大

きく変わった社会、いわゆるニューノーマル社会へ対応するため、オンライ

ン手続きや電子納付など行政のデジタル化の取り組みを更に推進してまいり

ます。

本町のまちづくりの最上位計画である「大泉町みらい創造羅針盤～大泉町

総合計画２０１９～」につきましては、実施計画が期間満了となるため、次

期計画を策定する中で、持続可能でより良い世界を目指す国際目標である

ＳＤＧｓの理念を踏まえてまいります。

協働のまちづくりにつきましては、自治会との連携をはじめ住民活動団体

の支援・育成に努めてまいります。

多文化共生につきましては、国籍にかかわらず相互に理解を深めるために

重要な役割を担っていただくキーパーソンの育成や情報発信の多言語対応な

どにより、誰もがまちづくりに参画できる環境づくりに取り組んでまいりま

す。

人権につきましては、犯罪被害者やインターネット上で気軽に交流できる

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）で被害にあわれた方に

対する支援など、誰一人として傷つかない、傷つけない、誰もが安心して暮

らせる地域社会の実現を目指してまいります。

自主財源の確保につきましては、個人を対象とするふるさと納税の取り組

みを更に充実させるとともに、企業版ふるさと納税の受け入れ体制を整備し

てまいります。

□「保健福祉」

～誰もが支え合い、健康で心豊かに暮らせるまち～
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新型コロナウイルス感染症から町民の生命と健康を守るため、ワクチン接

種につきましては、近隣自治体や関係機関と連携するとともに、円滑に実施

できるよう、万全の体制のもとで着実に進めてまいります。

さらに、感染拡大防止に向けた正確な情報発信と予防啓発に努め、引き続

き、感染症検査のための診察費用や、医療従事者の人工呼吸器に関する研修

費用への助成のほか、情報通信機器を活用した非対面でのオンライン診療を

行う医療機関等への補助、介護施設等における感染拡大防止に向けた支援な

どを実施してまいります。

また、すべての町民が生涯を通じて元気に暮らせるよう、各種けんしんの

ＰＲに努め、病気の予防や早期発見・早期治療につなげるほか、新たにがん

患者に向けた支援を充実させてまいります。

母子保健につきましては、「子育て世代包括支援センター」を拠点に、妊

娠・出産・子育てに対する切れ目のない支援を行ってまいります。

高齢者福祉につきましては、介護保険サービスの利用者が年々増えており

ますが、「第８期大泉町高齢者保健福祉計画」に基づき、負担の増加を抑え

つつ、誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して生活ができるよう、努め

てまいります。

さらに、地域全体で支え合える体制づくりを推進していくなかで、認知症

の人やその家族に向けて、民生委員、ケアマネジャーなどが連携して支援活

動を行う組織として、「チームオレンジ」の立ち上げを目指してまいります。

また、事前予約制の交通機関であるデマンド交通につきましては、自宅と

乗降所を結ぶドア・ツー・ドア方式での運行を開始いたします。併せて、福

祉タクシー券でのバス利用も可能とするなど、高齢者や障害者の移動手段の

充実を図るとともに、「第六次大泉町障害者基本計画」に基づく障害者施策

を総合的に推進していくほか、引き続き、生活困窮者の自立に向けた支援に

も取り組んでまいります。
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□「生活環境」 ～環境と調和した安全安心なまち～

災害から大切な命や財産を守るための備えとして、土のうや食料などの備

蓄や避難所開設訓練の実施に加え、災害協定に基づく関係機関等との連携や

防災士の育成、自主防災組織への支援などにより、防災体制の更なる充実を

図るとともに、地域防災計画を改定いたします。

さらに、大規模災害が発生しても元気な地域を維持していくための国土強

靱化地域計画を策定いたします。

日常の安全安心につきましては、各自治会や学校、警察などと連携しなが

ら防犯対策や交通事故防止に取り組むなかで、防犯カメラ設置事業、高齢者

運転免許証自主返納事業を継続してまいります。

また、群馬県交通安全条例の改正により、４月から自転車運転時のヘルメ

ット着用が努力義務となることに伴い、中学３年生と高校生の自転車用ヘル

メットの購入費を補助するほか、地域における防犯パトロールへの支援など

を通じて、町民と一体となって犯罪の抑制に努めてまいります。

消防につきましては、消防団のポンプ自動車をはじめとした消防資機材の

充実を図るとともに、大泉消防署と連携しながら、予防消防を徹底してまい

ります。

環境保全につきましては、新たに制定いたします「大泉町環境基本条例」

に基づき、良好な環境を将来につないでいくための施策を推進してまいりま

す。

特に、太田市外三町のクリーンプラザの稼働に伴い、大泉町外二町清掃セ

ンターが粗大ごみの中継施設になるなど、新たなごみ処理体制へと移行いた

しますが、本町の１人１日当たりのごみ排出量は、県や全国平均よりも多い

ことから、環境への意識啓発を図るとともに、更なるごみの減量化や分別回

収に取り組んでまいります。

住宅環境の整備につきましては、寿崎町営住宅の外壁等改修工事や空き家

対策事業等を実施してまいります。
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公営企業会計方式による下水道事業につきましては、整備区域の拡大に向

けて次期認可区域計画を策定し、経営の効率化・健全化に努めてまいります。

□「生涯学習」

～夢とやさしさをもって、生き生きと学ぶまち～

「大泉町教育大綱」を基本とした誰もが学べる機会を提供し、これからの

新しい社会を牽引していく「人材の育成」を目指した教育を推進してまいり

ます。

子育て支援につきましては、学童保育の時間延長など、働きながら安心し

て子育てできる環境整備を進めるとともに、子どもの多い世帯やひとり親家

庭の保育料減免など、経済的負担の軽減を図る各種施策に取り組んでまいり

ます。また、児童虐待の未然防止、早期発見に向けた啓発活動を行うととも

に、関係機関との連携を更に強化し、迅速に対応してまいります。

学校教育につきましては、教師の専門性を生かした小学校高学年での教科

担任制や、町費補助教員を活用したきめ細かな指導により、子どもたちの学

力向上を図るとともに一人一人の個性や能力を伸ばし、たくましく生きる力

を育んでまいります。

また、望ましい食習慣を身につけるための取り組みのほか、外国籍の子ど

もたちを対象に、日本語教育の充実を図ってまいります。

さらに、文部科学省提唱のＧＩＧＡスクール構想により「１人１台情報端

末」を配備し、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した授業に取り組むとともに、

感染症などを理由とした学校の臨時休校時等において、家庭でのオンライン

学習ができるよう、インターネット環境のない世帯を対象に通信費の助成を

行ってまいります。

併せて、インターネット上でのいじめや誹謗中傷の防止のため、情報モラ

ル教育に力をそそいでまいります。
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学校施設につきましては、個別施設計画に位置付けた町立学校の長寿命化

改修工事として、令和３年度は、南小学校の改修工事を実施いたします。

社会教育につきましては、社会の変化に対応した学習機会を提供し、町民

の学習意欲に応えてまいります。町民の学びの拠点である図書館におきまし

ては、新たに策定した将来目指すべき図書館像を示す「図書館ビジョン」に

基づき、より質の高いサービスを提供するとともに、民間活力の導入を視野

に入れ、利用者満足度の更なる向上を目指してまいります。

スポーツ振興につきましては、関係自治体とともに昨年締結いたしました

「ラグビーを通じた地域振興等に関する協定」に基づき、パナソニック・ワ

イルドナイツの活動を応援することで、町民の皆様がスポーツに触れあえる

機会を設けてまいります。

また、文化振興につきましては、「大泉かるた」のゆかりの地などに案内

板を設置し、郷土の歴史や文化への関心を高めてまいります。

以上、令和３年度予算につきまして、主要施策と所信の一端を申し上げま

したが、住民ニーズを捉えた１６の新規事業を含め、一般会計の歳入、

歳出の予算総額は、それぞれ１３１億８，２００万円とし、前年度対比

３億３００万円、率にして２．４パーセントの増といたしました。

また、国民健康保険事業特別会計をはじめとする、５つの特別会計にかか

る予算額、７６億５，１４０万円と合わせた、すべての会計の予算総額は、

２０８億３，３４０万円、前年度対比５億４，０１０万３千円、率にして

２．７パーセントの増といたしました。

冒頭に申し上げましたとおり、新型コロナウイルス感染症の影響により、

本町を取り巻く経済状勢は大きく変化しております。

町税の大幅な減収が見込まれ、大変厳しい財政状況となることは容易に想

定されます。しかし、行政が今まさに担うべき役割をしっかりと果たしてい

くため、町の貯金である財政調整基金を過去最大規模で取り崩し、令和３年
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度の予算を編成いたしました。

町民の皆様にもこの状況をご理解いただき、町といたしましては、自主財

源の確保に向けた取り組みを強化し、職員と一丸となって知恵を出し合い、

持続可能な行財政運営を推進してまいります。

今後も現場主義を貫き、「住んでみたい 住み続けたいまち おおいずみ」

を目指し、魅力あふれるまちづくりのため、努力してまいりますことをお約

束申し上げ、令和３年度施政方針とさせていただきます。





付 属 資 料





令和３年度　主な新規事業　

ＮＯ 事　　業　　名

1 交通安全活動推進事業（自転車用ヘルメット購入費補助）

2 非常備消防事業（消防ポンプ自動車購入費）

3 新庁舎建設調査事業

4 地域福祉計画策定事業

5 高齢者等デマンド交通事業（ドア・ツー・ドア方式での運行）

6
認知症総合支援事業（チームオレンジの体制づくりに向けた人材育成）
[介護保険事業特別会計]

7 若年がん患者の在宅療養支援事業

8 がん患者医療用ウィッグ等購入費補助事業

9 新型コロナウイルス予防接種事業

10 太田市外三町広域斎場整備事業（新斎場整備基本計画策定）

11
高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的実施事業
[後期高齢者医療事業特別会計]

12 河川整備事業（七ヶ村用水路改修事業）

13 公共交通調査事業

14 南小学校校舎改修事業（長寿命化改修工事）

15 ICT環境整備推進事業（家庭学習用インターネット通信費補助）

16 大泉かるた事業（案内板設置）



令和３年度 令和２年度 比　　較

13,182,000 12,879,000 303,000 2.4 ％

7,651,400 7,414,297 237,103 3.2 ％

3,368,800 3,275,400 93,400 2.9 ％

433,200 402,100 31,100 7.7 ％

2,669,000 2,551,500 117,500 4.6 ％

9,400 9,300 100 1.1 ％

収   益   的 567,400 538,243 29,157 5.4 ％

資   本   的 603,600 637,754 △ 34,154 △ 5.4 ％

20,833,400 20,293,297 540,103 2.7 ％

※令和２年度より下水道事業特別会計は公共下水道事業会計へ移行

令和３年度 当初予算

◎総　括　表 　 　（単位：千円）

増減率

一　 般 　会 　計

特 　別　 会　 計

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

公 園 墓 地 事 業

総　　　　　計

会　
　
　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　
　
　

別

公
共
下
水
道
事
業



令和3年度 構成比 令和2年度 構成比 比較 前年度比

1 町 税 6,405,956 48.6 6,806,373 52.8 △ 400,417 △ 5.9

2 地 方 譲 与 税 129,411 1.0 130,411 1.0 △ 1,000 △ 0.8

3 利 子 割 交 付 金 3,300 0.0 7,400 0.1 △ 4,100 △ 55.4

4 配 当 割 交 付 金 20,000 0.2 23,000 0.2 △ 3,000 △ 13.0

5 株式等譲渡所得割交付金 17,000 0.1 20,000 0.2 △ 3,000 △ 15.0

6 法 人 事 業 税 交 付 金 170,000 1.3 170,000 1.3 0 0.0

7 地 方 消 費 税 交 付 金 876,000 6.6 876,000 6.8 0 0.0

8 環 境 性 能 割 交 付 金 15,000 0.1 25,000 0.2 △ 10,000 △ 40.0

9 地 方 特 例 交 付 金 50,000 0.4 45,000 0.3 5,000 11.1

10 地 方 交 付 税 120,000 0.9 30,000 0.2 90,000 300.0

11 交通安全対策特別交付金 9,520 0.1 9,723 0.1 △ 203 △ 2.1

12 分 担 金 及 び 負 担 金 40,798 0.3 54,881 0.4 △ 14,083 △ 25.7

13 使 用 料 及 び 手 数 料 170,524 1.3 175,905 1.4 △ 5,381 △ 3.1

14 国 庫 支 出 金 1,767,693 13.4 1,467,136 11.4 300,557 20.5

15 県 支 出 金 1,061,234 8.1 1,033,951 8.0 27,283 2.6

16 財 産 収 入 6,178 0.0 7,311 0.1 △ 1,133 △ 15.5

17 寄 附 金 60,120 0.5 20,100 0.2 40,020 199.1

18 繰 入 金 1,236,973 9.4 1,162,001 9.0 74,972 6.5

19 繰 越 金 100,000 0.8 100,000 0.8 0 0.0

20 諸 収 入 430,793 3.2 495,208 3.8 △ 64,415 △ 13.0

21 町 債 491,500 3.7 217,400 1.7 274,100 126.1

ゴルフ場利用税交付金 0 0.0 2,200 0.0 △ 2,200 皆減

13,182,000 100.0 12,879,000 100.0 303,000 2.4

令和3年度 構成比 令和2年度 構成比 比較 前年度比

1 議 会 費 145,296 1.1 141,499 1.1 3,797 2.7

2 総 務 費 1,541,781 11.7 1,432,078 11.1 109,703 7.7

3 民 生 費 4,441,324 33.7 4,360,377 33.9 80,947 1.9

4 衛 生 費 1,531,405 11.6 1,614,132 12.5 △ 82,727 △ 5.1

5 農 林 水 産 業 費 50,079 0.4 54,403 0.4 △ 4,324 △ 7.9

6 商 工 費 404,176 3.1 435,034 3.4 △ 30,858 △ 7.1

7 土 木 費 1,204,677 9.1 1,264,272 9.8 △ 59,595 △ 4.7

8 消 防 費 716,645 5.4 721,606 5.6 △ 4,961 △ 0.7

9 教 育 費 2,289,341 17.4 1,939,043 15.1 350,298 18.1

10 公 債 費 827,276 6.3 886,556 6.9 △ 59,280 △ 6.7

11 予 備 費 30,000 0.2 30,000 0.2 0 0.0

13,182,000 100.0 12,879,000 100.0 303,000 2.4

令和３年度　一般会計当初予算
（単位:千円.%）

■歳　入

款

歳　入　合　計

■歳　出

款

歳　出　合　計



【その他】 【その他】

地方特例交付金 50,000 (0.4) 使用料及び手数料 170,524 (1.3)

配当割交付金 20,000 (0.2) 繰越金 100,000 (0.8)

株式等譲渡所得割交付金 17,000 (0.1) 寄附金 60,120 (0.5)

環境性能割交付金 15,000 (0.1) 分担金及び負担金 40,798 (0.3)

交通安全対策特別交付金 9,520 (0.1) 財産収入 6,178 (0.0)

利子割交付金 3,300 (0.0) 377,620 (2.9)

114,820 (0.9)

計

計

一般会計歳入歳出予算のあらまし

【歳　入】 単位：千円

(　)内は構成比：％  歳 入 総 額

  13,182,000

　（100.0）

　 町税

6,405,956

（48.6）

 自主財源

 8,451,342

 （64.1）

 繰入金

1,236,973

（9.4）

　諸収入

 430,793

 （3.2）

その他

377,620

（2.9） その他

 114,820

 （0.9）

地方譲与税

　129,411

　（1.0）

　町債

 491,500

 （3.7）

 依存財源

4,730,658
 （35.9）

    地方消費
    税交付金
　  876,000
　 （6.6）

 県支出金

1,061,234

（8.1）

国庫支出金

 1,767,693
　（13.4）

地方交付税

　120,000
　（0.9）

法人事業税

交付金

170,000

（1.3）



【歳　出】 単位：千円

(　)内は構成比：％

令和３年度当初予算 13,182,000千円 

令和２年度当初予算 12,879,000千円 

増 減 率 2.4％

歳 出 総 額

 13,182,000

 （100.0）

 一般財源

9,445,054

 （71.7）

特定財源

3,736,946

（28.3）

   民生費

4,441,324
 （33.7）

  教育費

2,289,341
 （17.4）

   総務費

1,541,781

 （11.7）

 消防費

716,645
（5.4）  衛生費

1,531,405

 （11.6）

 土木費

1,204,677

 （9.1）

 公債費

827,276
（6.3）

商工費　404,176（3.1）

　　 議会費 145,296（1.1）

予備費　30,000（0.2）

農林水産業費　50,079（0.4）



　　　【その他】

繰出金 1,463,412 (11.1)

貸付金 141,541 (1.1)

予備費 30,000 (0.2)

維持補修費 24,500 (0.2)

積立金 6,351 (0.0)

計 1,665,804 (12.6)

令和３年度　一般会計予算　性質別歳出内訳

  単位：千円

  (　)内は構成比：％

歳 出 総 額

13,182,000

 （100.0）

義務的経費

 6,297,126

 （47.8）  人件費

2,545,638

（19.3）　

 扶助費

2,924,212

（22.2）

  公債費

827,276

（6.3）

　　経常的・

　　その他の

     経費

　　5,886,910

　 （44.6）

投資的経費

 997,964

 （7.6）

　物件費

2,329,755

 （17.7）

 補助費

1,891,351

（14.3）

 その他

1,665,804

（12.6）

単独事業費

  461,167

  （3.5）補助事業費

 536,797

  （4.1）



予 算 額
増 減

( 対前 年度 )
構成比

1 人 件 費 1 報 酬 373,833 △ 12,574

2 給 料 1,005,296 △ 9,476

3 職 員 手 当 等 627,908 31,244

4 共 済 費 357,106 6,548

負 担 金 、 補 助

及 び 交 付 金

2,545,638 26,889 19.3 

2 物 件 費 8 旅 費 14,696 △ 1,029

9 交 際 費 1,895 △ 13

10 需 用 費 298,580 △ 14,897

11 役 務 費 102,816 27,063

12 委 託 料 1,668,136 128,625

使 用 料 及 び

賃 借 料

15 原 材 料 費 1,620 △ 4

17 備 品 購 入 費 36,068 2,438

2,329,755 150,622 17.7 

3 維 持 補 修 費 修 繕 料 24,500 △ 1,828 0.2 

4 扶 助 費 19 扶 助 費 2,924,212 104,409 22.2 

5 補 助 費 7 報 償 費 74,004 21,933

11 役 務 費 16,176 △ 397

12 委 託 料 299,955 82,298

負 担 金 、 補 助

及 び 交 付 金

補 償 、 補 填

及 び 賠 償 金

償 還 金 、 利 子

及 び 割 引 料

26 公 課 費 875 △ 128

1,891,351 △ 15,024 14.3 

6 普 通 建 設 事 業 費 補 助 事 業 費 536,797 439,264

単 独 事 業 費 461,167 △ 379,580

997,964 59,684 7.6 

7 公 債 費 償 還 金 、 利 子

及 び 割 引 料

8 貸 付 金 20 貸 付 金 141,541 △ 22,536 1.1 

9 投 資 及 び 出 資 金 23 投 資 及 び 出 資 金 0 0 0.0 

10 積 立 金 24 積 立 金 6,351 △ 1,054 0.0 

11 繰 出 金 27 繰 出 金 1,463,412 61,118 11.1 

12 予 備 費 30,000 0 0.2 

13,182,000 303,000 100.0 

令和３年度 一般会計予算 性質別歳出内訳
（単位：千円.%）

性 質 別 節

計

計

計

計

合 計

18 181,495 11,147

13 205,944 8,439

18 1,420,326 △ 168,730

21 6 0

22 80,009 50,000

22 827,276 △ 59,280 6.3 








